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人工呼吸管理における呼吸器動作点検表使用の

インシデントに及ぼす影響

泉 仁美*増田糸往里*川崎貞男*篠崎正博ホ

ー・噂ーー一一一 一 一一一一 ABSTRACT 一一

Effect by Using of the Ventilator Check Table on the Occurrence of 1ncidents in 

Ventilated Patients 

Hitomi 1ZUM!. Shiori MASUDA. Sadao KA W ASAKI. Masahiro SIIINOZAKI 

Department 01 CritiωI Care Medicine. Wakayama Medical Unil'ersity. Wakayama 641-8510 

Many intensive care patients require ventilator care. but there is a high incidence of ventilator failure. 

Aiming to enhance safety management. we drew up a check table for ventilator operation based on guide-

lines for the safe use of ventilators issued by the Ventilator Safety Measures Committ田 ofthe ]apan So-

ciety of Respiratory Care Medicine. lt was investigated whether performing operational checks on 

ventilator只Llsingthe check table would reduce the 0仁currenceof ventilator failure. Specifically. lhe 

number of incidents of failure in the year before lhe inLroduction of lhe check table w山 comparedwith 

the nllmbt、rin the year imm巴dialelyfollowin只itsintroduction. It was fOllnd that the nllmbcr of failllres 

actually increased after starting venlilator checks using Lhe check table. The occurrence of failures was 

higher in the case of nurses with little exp巳rienceof caring for patients undergoing ventilaLor care. 

From the research. it was found thal the use of a check table alone does not help prevent ventilator fai卜

ure but that it allows the early detection of failures. 

1 はじめに

人工呼吸中の安全管理は， 1CUで働く看護師に

とって， 重要な役割の一つである。わが国の1CU

における人工呼吸器の保守管理体制は臨床工学技

士が関与している施設は 54.6%にしかすぎず，ま

た臨床工学技士がいても，始業点検，使用中点

検，回路の組み立て・交換，回路の消毒 ・滅菌な

どは半数の施設では看護師により施行されてい

る11。当院 1CU(以下 1CU)では，人工呼吸器管

理の必要な患者は毎年約8割を占めている。しか
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し，臨床工学技士は配置されておらず，人工呼吸

器管理のほとんどは看護師が行っており，これら

を行う中で発生するインシデントも少なくない。

そこで，人工呼吸に関するインシデントを予防す

るため， 日本呼吸療法医学会人工呼吸器安全管理

対策委員会が示した「人工呼吸器安全使用のため

の指針」引 を基に，人工呼吸器動作点検表 (以下

点検表)を作成した。この点検表を用いて人工呼

吸の動作点検を行うことで，インシデントの発見

数(この研究において， iインシデント発見数」
とは， 1CUから病院内医療安全推進委員会に提出

されたインシデントレポートを基に調査したもの

である)が減少するかどうかを，人工呼吸器関連
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のインシデントレポートの件数の変化から検討し こと， ⑤その他，に分類して検討した。なお，気

たので報告する O

2. 方法

人工呼吸動作点検表は図1に示す。点検表の内

容は，人工呼吸器自体の異常，呼吸器の設定，ア

ラームの設定，加温加湿器の異常，気管チューブ

のカフ圧のチェックなどからなっている。人工呼

吸の動作点検は，患者を担当する看護師が各勤務

開始時に前の勤務の看護師と ともに行った (勤務

開始時とは，日勤は8時45分，準夜勤は 16時15

分，深夜勤はO時30分からの申し送りを終えた時

間帯である)。

研究期間は，点検表使用開始前 (2002年4月か

ら2003年3月)と点検表使用後 (2003年4月から

2004年3月)とした。研究方法は，点検表使用前

と点検表使用後のインシデントレポートを集計

し，発見件数と発見内容について比較し検討し

た。インシデント内容は， ①加温加湿に関するこ

と， ②呼吸器回路組み立てに関すること， ③看護

師の知識不足に関すること，④設定確認に関する
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走)*印の壇目11人工呼呪器設定指示表に世って記入して下さい。

管内チューブの事故抜管については，点検表では

防ぎ得ないさまざまな要因を含んでいたため，今

回の4食討からは除タトした。

3 結果

インシデントレポートの件数は，点検表を使用

する前の 1年間で9件，点検表を使用した後で 19

件と，点検表を使用した後の方が増加した。点検

表を使用したことでインシデン トが減少した項目

はなかった(図 2)0 インシデントレポートの内

容で最も多かったのは， 加温加湿に関する事柄で

あった。具体的な場面は， ①CTに出棟時，加温

加湿器の電源を切っておき，帰室後人工呼吸器を

装着するときに加温加湿器の電源を入れ忘れた，

②ネブライザー施行時，加温加湿器の電源を切

り，ネブライザー終了後に電源を入れ忘れた， ③

人工鼻から加温加湿器に回路変更を行う際，加温

加湿器に電源を入れるのを忘れた， (!術後入室の

患者に人工呼吸器を装着する際に人工鼻を付け忘

れた，などであった。その他，人工呼吸器回路組
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車世を記入している項目については誼植を、それ以叫の項目にはチェッヲ (v)を記入して下さい。

図 1 人工呼吸器動作点検
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み立てについての具体的な内容は，①呼吸器回路

交換時，呼気と吸気を逆に組み立てていた，②呼

吸器回路交換時，呼気フィルターを付け忘れた，

③人工呼吸器動作中に分時換気量低下のアラーム

が鳴り，点検すると吸気回路側に小さい破損部分

を発見した， というものであった。

インシデント発見時刻と件数との関係について

は， 0時台， 8時台， 16時台に多い特徴があった

(図 3)0

看護師経験年数とインシデント件数の関係で

は，点検表使用開始後，経験年数の多い看護師の

インシデント件数が増加していた(図 4)。

ICU経験年数とインシデント件数の関係では，

ICUでの経験年数が少ないとインシデント件数も

増加していた(図5)0

4.考察

今回作成した点検表を使用しての人工呼吸器の

安全管理は，起きたインシデントを早期に発見

し，大きな事故につながらないようにすること

と，点検項目を看護帥が知ることで，人 LI呼吸

器， 1111路の取り扱いが安全にできるという意味が

ある O 今回の調査研究の結果，インシデン卜の報

告件数は減少せず逆に増加したとの結栄であっ

た。インシデントが増加した要因のも っとも大き

なものは，作動点検表を使用することによって，
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今まで見過ごされていたインシデントが，チェッ

クされるようになったことであると思われる O イ

ンシデント発見の件数には O~2 時， 8~1O時， 16 

~18 時に 3 回のピークがあった。この時間帯は看

護師の勤務交代時間にあたり，勤務交代時間に点

検表を用いて点検をしている O この時間帯にイン

シデントの発生・発見が多いことからも，点検表

のチェック機構は十分に働いているものと考えら

れるO 大きな医療事故を防ぐためには，小さな事

故 (インシデント)に気付き，発生原因を分析す

ることが必要であるといわれている川。われわ
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れの本来の目的は，大きな医療事故を未然に防ぐ

ことであるから，インシデントが増えたこと自体

は，この意味からは望ましいことであり，点検表

を作成し運用したことで大きな事故を防ぐ意味が

あったといえる。

しかし，起きたエラー，インシデントをチエツ

クするだけでなく，それを起こさないようにする

必要がある。インシデントの内容を検討すると，

呼吸器回路の交換時や人工呼吸器再装着時に発生

した内容が多かった。このことから，定時の点検

表を使用したチェックだけでなく，回路交換，再

装着などのイベントの後にも点検が必要であるこ
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とがわかった。

また，経験年数とインシデント発生件数の検討

から，看護経験の年数に関わらず，人工呼吸器装

着中の患者を看護する，経験が浅い看護師のイン

シデントが多いことカfわかった。このことから，

看護師の経験や知識 ・技術が不十分であること

-47ー

た。 しかし，現在の点検方法ではイン シデン トを

防止できない現状にあるため，今後は点検表の使

用方法を改良していく余地があるといえる。ま

た，点検表のみでは防ぎ得ない人的要因が絡んで

いることから，今後は，人工呼吸器に関する経験

の浅い看護師に対する教育体制を充実する必要が

が，インシデントの原因となっているといえる。 ある。

経験の浅い看護師でも十分な知識・技術が習得で

きるように，人工呼吸器装着中の患者に対するオ

リエンテーションやセミナー， 日々の指導を充実

させることが必要で、ある。そうすることによって

点検表の項目の重要性を十分に認識でき，点検表

が十分に生かされ，インシデント件数の減少，さ

らには大きな事故の防止につながるものと考えら

れた。

5.結論

点検表を使mすることでこれまで以上にチェッ
ク機構が働き，インシデン トの発見件数は増加し
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